
七種山周辺案内標識を整備 七種山周辺案内標識を整備 七種山周辺案内標識を整備 

１６ 

国
民
健
康
保
険
　
　
　
　
　
　
　
　 

加
入
・
脱
退
の
お
届
け
は
お
早
め
に 

    

必
要
書
類 

・
社
会
保
険
（
健
康
保
険
）
資
格

喪
失
証
明
書 

・
印
鑑 

・
届
け
に
来
ら
れ
る
方
の
本
人
確

認
証
明
書
（
免
許
証
・
住
基
カ

ー
ド
な
ど
） 

・
年
金
証
書
（
６０
歳
〜
６４
歳
の
方

で
厚
生
年
金
・
共
済
年
金
等
を

受
給
し
て
い
る
方
） 

    

必
要
書
類 

・
社
会
保
険
に
加
入
さ
れ
国
民
健

康
保
険
か
ら
脱
退
さ
れ
る
方
全

員
の
社
会
保
険
被
保
険
者
証 

・
印
鑑 

・
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証 

・
届
け
に
来
ら
れ
る
方
の
本
人
確

認
証
明
書
（
免
許
証
・
住
基
カ

ー
ド
な
ど
） 

 

※
住
民
票
上
別
世
帯
の
方
が
代
理

人
と
し
て
届
け
に
来
ら
れ
る
場

合
は
委
任
状
が
必
要
で
す
。 

   

　
お
勤
め
先
の
都
合
に
よ
り
離
職

さ
れ
た
方
に
つ
い
て
は
、
申
請
に

よ
り
国
民
健
康
保
険
税
の
軽
減
が

受
け
ら
れ
ま
す
。 

　
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
の
離

職
理
由
コ
ー
ド
で
該
当
す
る
か
ど

う
か
が
わ
か
り
ま
す
。
該
当
す
る

と
思
わ
れ
る
方
は
ご
相
談
を
！ 

   

　
災
害
な
ど
の
特
別
な
理
由
ま
た

は
失
業
な
ど
の
理
由
で
収
入
が
著

し
く
減
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
入
院

費
の
支
払
い
が
困
難
と
な
っ
た
方

に
つ
い
て
、
医
療
費
の
一
部
負
担

金
が
減
免
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま

す
。 

※
国
民
健
康
保
険
税
の
滞
納
が
あ

る
方
に
つ
い
て
は
、
こ
の
制
度

を
利
用
で
き
ま
せ
ん
。 

　
詳
し
く
は
、
健
康
福
祉
課
へ
ご

相
談
く
だ
さ
い
。 

問
い
合
わ
せ
先 

　
健
康
福
祉
課
　
国
保
医
療
係 

　
（
内
線
３
５
５ 

　
・
３
５
６
） 

社
会
保
険
か
ら
の
脱
退
な
ど
に 

よ
り
国
民
健
康
保
険
へ
加
入
さ 

れ
る
場
合
は
届
け
が
必
要
で
す 

社
会
保
険
に
加
入
さ
れ
た
こ
と
に 

よ
り
国
民
健
康
保
険
か
ら
脱
退
さ 

れ
る
場
合
は
届
け
が
必
要
で
す
　 

非
自
発
的
失
業
者
へ
の
　
　
　 

　
国
民
健
康
保
険
税
軽
減
制
度 

医
療
費
の
一
部
負
担
金
の
　
　 

　
　
　
減
免
・
徴
収
猶
予
制
度 

　緊急雇用創出事業は、国の「緊急雇用創出特別
交付金」制度を活用して行われるもので、離職を
余儀なくされた方々などに対して、町が直接雇用
を行い、次の雇用までの短期の就業・雇用機会を
創出する事業です。 
目　　的　名誉町民である柳田國男と吉識雅夫の

顕彰を図るために、資料の目録を作成
します。それを元に効率的な展示活動
を行い、両名誉町民の顕彰を図ります。 

募集対象　下記の条件を満たす方で、離職を余儀
なくされた方、失業中の方など 
・Excelを使ったデータ入力及びパソ
コンの操作がある程度できる方 
・デジタルカメラ、パソコンなどを使
って撮影、編集ができる方 
・文書カードなどを使って資料整理を
行ったことがある方 

仕事内容　顕彰資料の整理及び目録の作成 
採用期間　５月中旬頃から６か月間以内 
勤務時間　９：００～１７:３０の時間帯 
賃　　金　時給８５０円 
申込方法　４月２８日までに教育委員会・社会教

育課（内線２５６）へ 

　七種山周辺の登山道の案内標識が、今年で結成

５０周年を迎える「福崎町山の会」の七種山登山

道整備ボランティア活動により整備されました。 

　今回の整備では、薬師峯の頂上周辺に案内標識

が新たに５か所設置されました。 

　３か年に渡って取り組んできた七種山周辺案内

標識整備は、今回で完了しました。 

　春の空気を感じながら登山をして、さわやかな

汗をかいてみませんか。 

　先日発生しました東北地方太平洋沖地震の影響
を考慮し、４月９日（土）に開催予定であった観
桜会は中止することといたしました。被災された
皆様には心からお見舞い申し上げます。 

－緊急雇用創出事業－ 

名誉町民顕彰資料整理活用事業 
アルバイト募集 

観光協会からのお知らせ 

観桜会中止のお知らせ 

〜
お
届
け
は
１４
日
以
内
に
〜 



文
珠
荘
か
ら
の
お
知
ら
せ 

★
定
休
日
は
毎
水
曜
日
で
す
。 

★
臨
時
休
館
日
は
、 

　
　
４
月
１９
日
（
火
） 

　
　
５
月
１７
日
（
火
） 

　
　
６
月
２１
日
（
火
） 

　
　
７
月
１９
日
（
火
）
で
す
。 

★
予
約
申
込
は
、
利
用
日
の
属
す

る
月
の
２
か
月
前
の
初
日
か
ら
予

約
で
き
ま
す
。（
７
月
中
の
利
用

は
、
５
月
１
日
か
ら
の
予
約
と
な

り
ま
す
。） 

★
月
の
初
日
の
受
付
時
間 

・
電
話
予
約
は
、
午
前
８
時
３０
分 

か
ら
午
後
５
時
ま
で
。（
初
日
以 

外
は
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
） 

・
来
館
で
の
予
約
は
、
午
前
８
時

２０
分
か
ら
先
着
順
と
な
り
ま
す
。 

★
町
民
ふ
れ
あ
い
の
部
屋 

　
月
曜
日
と
木
曜
日
は
大
広
間
の

一
部
を
午
前
１０
時
か
ら
午
後
３
時

ま
で
開
放
し
て
い
ま
す
。
風
呂
利

用
者
ま
た
は
昼
食
を
申
し
込
む
方

は
休
憩
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
簡

単
な
昼
食
は
当
日
申
込
で
き
ま
す
。 

★
風
呂
の
み
の
利
用
者
は
、
午
前

１０
時
か
ら
午
後
８
時
ま
で
に
入
館

し
て
く
だ
さ
い
。
石
け
ん
、
タ
オ

ル
は
各
自
ご
持
参
く
だ
さ
い
。 

★
文
珠
荘
へ
は
、
巡
回
バ
ス
の
利

用
を
お
勧
め
し
ま
す
。 

　
文
珠
荘
　
　
２２
・
４
０
５
１ 

（
健
康
福
祉
課
） 

  

巡
回
バ
ス
「
動
く
画
廊
」
の 

お
知
ら
せ 

　
巡
回
バ
ス
を
動
く
画
廊
と
し
て
、

車
内
に
保
育
所
児
、
幼
稚
園
児
の

絵
を
展
示
し
て
い
ま
す
。 

　
５
月
１
日
（
日
）
か
ら
５
月
１４

日
（
土
）
は
、
高
岡
幼
稚
園
で
す
。 

　
巡
回
バ
ス
を
ご
利
用
の
う
え
、

ど
う
ぞ
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

（
健
康
福
祉
課
） 

  

小
児
慢
性
特
定
疾
患
医
療
受

給
者
証
更
新
申
請
に
つ
い
て 

　
現
在
、
小
児
慢
性
特
定
疾
患
医

療
受
給
者
証
の
交
付
を
受
け
て
い

る
方
で
、
平
成
２３
年
８
月
１
日
以

降
も
引
き
続
き
交
付
を
希
望
す
る

方
は
、
更
新
申
請
を
し
て
く
だ
さ

い
。 

対
象
者
　
８
月
１
日
時
点
で
満
２０

歳
未
満
で
、
８
月
１
日
以
降
も

医
療
受
給
者
証
の
交
付
を
希
望

す
る
方 

申
請
受
付
期
間
　
５
月
１
日（
日
）

〜
６
月
３０
日（
木
） 

※
土
・
日
・
祝
日
は
除
き
ま
す
。 

提
出
・
問
い
合
わ
せ
先 

中
播
磨
健
康
福
祉
事
務
所
（
福

崎
保
健
所
）
地
域
保
健
課 

　
　
２２
・
１
２
３
４ 

  

特
別
支
援
学
校
、
施
設
・
作

業
所
等
に
通
っ
て
い
る
方
へ 

　
福
崎
町
で
は
、
特
別
支
援
学
校

（
旧
盲
・
聾
・
養
護
学
校
）
や
施 

設
・
作
業
所
等
に
通
っ
て
い
る
方

に
「
就
学
援
助
金
」
及
び
「
通
園
補

助
金
」
を
支
給
し
て
い
ま
す
の
で
、

該
当
の
方
は
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。 

対
象
者 

・
就
学
援
助
金
…
特
別
支
援
学
校

に
就
学
す
る
児
童
生
徒
の
保
護

者 

・
通
園
補
助
金
…
福
崎
町
外
の
特

別
支
援
学
校
ま
た
は
施
設
・
作

業
所
等
に
週
３
回
以
上
通
っ
て

い
る
方
（
ス
ク
ー
ル
バ
ス
等
無

料
送
迎
利
用
の
場
合
を
除
く
） 

申
請
に
必
要
な
も
の 

・
申
請
書 

・
各
学
校
、
施
設
等
の
在
学
・
在

園
証
明
書 

・
印
鑑 

問
い
合
わ
せ
先 

　
健
康
福
祉
課
（
内
線
３
５
４
） 

  

就
学
援
助
制
度
の
お
知
ら
せ 

　
経
済
的
な
理
由
に
よ
り
就
学
困

難
な
小
学
生
・
中
学
生
に
対
す
る

就
学
援
助
制
度
が
あ
り
ま
す
。 

　
詳
し
く
は
、
各
学
校
ま
た
は
教

育
委
員
会
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。 

援
助
費
目 

　
学
用
品
費
、
学
校
給
食
費
、
修

学
旅
行
費
な
ど 

問
い
合
わ
せ
先 

　
学
校
教
育
課
（
内
線
２
５
２
） 

  

猫
の
引
取
日
の
お
知
ら
せ 

　
兵
庫
県
で
は
、
毎
月
１
回
、
猫

の
引
き
取
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

猫
の
引
取
日 

　
４
月
２６
日（
火
） 

　
５
月
３１
日（
火
） 

　
６
月
２８
日（
火
） 

引
取
方
法 

・
当
日
の
朝
８
時
３０
分
か
ら
１０
時

ま
で
に
、
役
場
住
民
生
活
課
に

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。 

・
事
前
に
猫
搬
送
箱
を
貸
し
出
す

こ
と
が
で
き
ま
す
。 

料
金 

　
飼
い
猫
の
引
き
取
り
に
は
、
料

金
が
か
か
り
ま
す
。 

・
成
猫
１
匹
に
つ
き 

　
１
７
０
０
円 

・
子
猫
１０
匹
ま
で 

　
１
７
０
０
円 

＊
猫
の
捕
獲
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。 

（
住
民
生
活
課
） 

お知らせ 

information

　防災行政無線による放送の内容

を、放送と同時に、福崎町ホーム

ページに掲載し、希望者に電子メ

ールで配信しています。メール配

信を希望する方は、福崎町ホーム

ページから登録してください。 

※メール受信にかかる通信料は、受信者の負担と

なります。 

※ＱＲコード（携帯電話用読み取りコード）でも登

録できます。読み取りのできる 

　携帯端末をお持ちの方は、ご利 

　用ください。 

「福崎町お知らせシステム」を 
ご活用ください 

「福崎町お知らせシステム」を 
ご活用ください 

１７ 



学
生
就
職
面
接
相
談
会
開
催 

　
西
播
磨
地
域
の
公
共
職
業
安
定

所
及
び
関
係
機
関
が
連
携
し
、
新

規
大
学
等
卒
業
予
定
者
等
と
求
人

者
を
一
堂
に
会
す
る
「
Ｓ
Ｅ
Ｌ
Ｅ

Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
は
り
ま
」
（
新
規
大

学
等
卒
業
予
定
者
等
対
象
就
職
面

接
相
談
会
）
が
開
催
さ
れ
ま
す
。 

日
時
　
４
月
２１
日（
木
） 

　
　
　
１３
時
３０
分
〜
１６
時 

場
所
　
姫
路
キ
ヤ
ッ
ス
ル
ホ
テ
ル

　
　
　
３
Ｆ
鳳
凰
の
間 

内
容
　
西
播
磨
地
域
の
企
業
と
平

成
２４
年
３
月
新
規
大
学
等
卒
業

予
定
者
及
び
平
成
２１
年
度
以
降

既
卒
者
が
一
堂
に
会
し
た
就
職

面
接
相
談
会 

実
施
機
関
　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
姫
路 

　
・
龍
野
・
相
生
・
赤
穂
、
兵
庫

労
働
局
、
中
播
磨
県
民
局
、
西

播
磨
県
民
局
、
姫
路
市
、
ひ
ょ

う
ご
し
ご
と
情
報
広
場
、
雇
用

能
力
開
発
機
構
兵
庫
セ
ン
タ
ー 

※
詳
し
く
は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
姫

路
　
学
卒
部
門
（
　
０
７
９
・

２
２
２
・
４
６
９
０
）
へ
。 

 
 

平
成
２３
年
度
第
１
回
警
察
官
募
集 

募
集
期
間
　
４
月
１８
日（
月
）ま
で 

※
郵
送
の
場
合
、
４
月
１３
日
の
消

印
ま
で
有
効 

募
集
人
員 

・
男
性
警
察
官 

　
Ａ（
大
学
卒
業
及
び
卒
業
見
込

　
　
み
）約
２
０
０
人 

　
Ｂ（
Ａ
以
外
で
既
卒
者
）約
３０
人 

・
女
性
警
察
官 

　
Ａ（
大
学
卒
業
及
び
卒
業
見
込

　
　
み
）約
１０
人 

　
Ｂ（
Ａ
以
外
で
既
卒
者
）約
５
人 

・
特
別
選
考 

　
語
学
（
中
国
語
）
　
約
２
人 

　
語
学
（
英
語
）
　
　
約
２
人 

　
情
報
処
理
　
　
　
　
約
２
人 

　
武
道
Ａ
・
Ｂ（
柔
道
、
剣
道
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
約
４
人 

試
験
日 

　
５
月
８
日
（
日
） 

問
い
合
わ
せ
先 

　
福
崎
警
察
署
　
　
２３
・
０
１
１
０ 

  

救
急
車
適
正
利
用
啓
発
ポ
ス

タ
ー
募
集 

　
真
に
緊
急
を
要
し
、
救
急
車
が

必
要
な
方
へ
の
対
応
が
迅
速
に
で

き
る
よ
う
、
救
急
車
の
適
正
利
用

啓
発
の
た
め
の
ポ
ス
タ
ー
を
募
集

し
て
い
ま
す
。 

応
募
期
日
　
６
月
２０
日（
月
） 

提
出
先 

最
寄
り
の
消
防
署
・
消
防
分
署

及
び
消
防
出
張
所 

応
募
資
格 

姫
路
市
内
お
よ
び
神
崎
郡
内
の

小
学
生 

応
募
要
項 

・
ポ
ス
タ
ー
の
中
に
ロ
ゴ
を
入
れ

て
く
だ
さ
い
。 

（
例
）
本
当
に
救
急
車
が
必
要

で
す
か
？ 

・
４
つ
切
り
画
用
紙
・
縦
書
き
と

し
、
裏
面
に
学
校
名
、
学
年
及

び
氏
名
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。 

問
い
合
わ
せ
先 

　
姫
路
市
消
防
局
消
防
課 

　
救
急
担
当 

　
　
０
７
９
・
２
２
３
・
９
５
５
５ 

　平成２３年３月３１日から、八反田地区（一

部を除く）他で下水道の供用が開始されまし

た。 

　対象となるご家庭には、役場下水道課から

供用開始の通知書を送付しています。 

　下水道への早期接続をお願いします。また、

「福崎町下水道排水設備指定工事店」で接続

工事をしていただくようお願いします。 

※宅内の下水道工事は、福崎町下水道条例により指
定工事店のみが施工できることになっています。
指定工事店一覧は、役場下水道課及び町ホーム
ページに掲載しています。 

公共下水道供用開始区域が拡大 

問い合わせ先　下水道課　管理係（内線３１２） 

4月・5月連休中のくみ取りのお知らせ 

★４月２９日（金）～５月５日（木）、中播衛生センターの
改良工事により、くみ取りができませんのでご注意く
ださい。 
★計画収集の方はカレンダーどおり収集を行います。 
★計画収集以外の方や臨時の方で、連休前にくみ取りを
希望する方は、４月２５日（月）までに必ずお申し込み
ください。 
 
※くみ取り日には、作業をしやすいようにしてください。 
・くみ取り口に物を置かないでください。 
・犬を飼っている方は、作業の妨げにならない所につ
ないでください。 

※くみ取り料は「し尿くみ取り券」で支払ってください。 
（住民生活課） 

４/２８ 
（木） 

５/９ 
（月） 

○ 

５/６ 
（金） 

○ 

４/２９ 
（金） 

～ 
５/５ 
（木） 

５/７ 
（土） 

～ 
５/８ 
（日） 

休み 休み ○ 
○…計画収集日 

１８ 

　町道の側溝で、鉄製のふた（グレー

チング）の盗難が連続して発生してい

ます。 

　このような状態を放置すると大変危

険です。道路でグレーチングが盗まれ

ている箇所を発見した場合は、すぐに

まちづくり課へご連絡ください。 

　また、犯行を目撃したり不審な人を

見かけた場合は、福崎警察署または最

寄りの交番へ通報してください。 

 

　○まちづくり課（内線３３１） 

　○福崎警察署（　２３－０１１０） 

道路側溝の鉄製ふた 
盗難被害が発生しています 
道路側溝の鉄製ふた 

盗難被害が発生しています 



第
１
期
健
康
ス
ポ
ー
ツ
教
室

参
加
者
募
集
！ 

　
「
１
に
健
康
２
に
笑
顔
３
に
明

る
い
町
づ
く
り
」
を
目
標
に
、「
運

動
の
生
活
化
」
に
よ
り
、
心
身
の

健
康
を
保
持
増
進
し
ま
し
ょ
う
。 

　
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、
気
軽

に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

【
ト
ラ
ン
ポ
・
ロ
ビ
ッ
ク
ス
教
室
】 

　
１
人
用
の
小
さ
な
ト
ラ
ン
ポ
リ

ン
の
上
で
行
う
、
体
に
や
さ
し
い

運
動
で
す
。
体
に
か
か
る
負
担
が

軽
減
さ
れ
る
た
め
、
年
齢
・
能
力

を
問
わ
ず
楽
し
め
ま
す
。 

対
象
　
一
般
男
女 

日
時
　
５
月
７
日
〜
６
月
２５
日
の

毎
土
曜
日
　
１８
時
３０
分
〜
１９
時

４５
分 

場
所
　
第
１
体
育
館
球
技
室 

定
員
　
３０
人
（
先
着
順
） 

【
減
量
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
教
室
】 

内
容
　
脂
肪
燃
焼
に
効
果
の
あ
る

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
器
具
を
使
い
、

食
事
面
と
組
み
合
わ
せ
て
減
量

を
実
践
し
ま
す
。 

対
象
　
一
般
男
女 

日
時
　
５
月
１２
日
〜
６
月
３０
日
の

毎
木
曜
日
　
１９
時
３０
分
〜
２１
時 

場
所
　
第
１
体
育
館
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
室 

定
員
　
１５
人
（
先
着
順
） 

【
健
康
美
容
教
室
】 

内
容
　
健
康
体
操
、
軽
ス
ポ
ー
ツ

な
ど
を
主
と
し
て
、
基
礎
体
力

の
向
上
・
ス
ト
レ
ス
軽
減
を
目

的
と
し
ま
す
。 

対
象
　
一
般
女
性 

日
時
　
５
月
６
日
〜
６
月
２４
日
の

毎
金
曜
日
　
１０
時
〜
１１
時
４５
分 

場
所
　
第
１
体
育
館
球
技
室 

定
員
　
２５
人 

そ
の
他 

①
全
教
室
と
も
参
加
料
は
５
０
０

円
で
す
。 

②
参
加
者
は
、
ス
ポ
ー
ツ
保
険
に

別
途
加
入
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

③
募
集
期
間
は
い
ず
れ
も
４
月
１９

日
（
火
）
〜
２８
日
（
木
）
で
す
。

印
鑑
持
参
の
う
え
、
参
加
料
と

保
険
料
を
添
え
て
直
接
第
１
体

育
館
へ
。 

④
詳
し
く
は
、
第
１
体
育
館
（
　

２２
・
１
１
５
３
教
室
担
当
）
へ
。

（
月
曜
休
館
） 

        「
山
菜
ハ
イ
キ
ン
グ
」
参
加
者

募
集
!! 

日
時
　
５
月
２１
日（
土
） 

　
７
時
５０
分
　
文
化
セ
ン
タ
ー
発 

　
８
時
　
　
　
第
２
グ
ラ
ン
ド
発 

　
※
雨
天
決
行 

場
所
　
鉢
伏
高
原 

定
員
　
８０
人
（
先
着
順
） 

申
込
方
法
　
所
定
の
申
込
用
紙
に

必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
参

加
費
を
添
え
て
第
１
体
育
館
へ
。

（
電
話
で
の
申
込
は
不
可
） 

参
加
費
　
大
人
（
中
学
生
以
上
） 

　
　
　
　
１
０
０
０
円 

　
　
　
　
小
人
（
小
学
生
以
下
） 

　
　
　
　
５
０
０
円 

募
集
期
間 

　
５
月
６
日（
金
）〜
１５
日（
日
） 

そ
の
他 

①
参
加
者
は
傷
害
保
険
に
加
入
し

ま
す
。 

②
活
動
可
能
な
服
装
で
ご
参
加
く

だ
さ
い
。 

③
詳
し
く
は
、
第
１
体
育
館
（
　

２２
・
１
１
５
３
）
へ
。
（
月
曜

休
館
） 

        

町
民
親
善
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

大
会
参
加
チ
ー
ム
募
集
!! 

日
時
　
５
月
７
日
（
土
） 

　
　
　
８
時
３０
分
受
付
予
定 

※
雨
天
時
は
５
月
１４
日
（
土
）
に

延
期 

場
所
　
第
１
グ
ラ
ン
ド 

チ
ー
ム
構
成
　
町
内
在
住
・
在
勤

者
６
人
で
チ
ー
ム
を
編
成 

申
込
方
法
　
所
定
の
申
込
書
に
必

要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
４
月

１９
日
（
火
）
〜
２７
日
（
水
）
に
第

１
体
育
館
へ
。 

注
意
事
項 

①
必
ず
６
人
で
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。 

②
申
し
込
み
後
、
メ
ン
バ
ー
変
更

の
あ
る
場
合
は
、
す
で
に
参
加

申
し
込
み
し
て
い
る
人
と
の
変

更
は
で
き
ま
せ
ん
。
登
録
の
な

い
新
し
い
メ
ン
バ
ー
と
変
更
し

て
く
だ
さ
い
。 

※
詳
し
く
は
、
第
１
体
育
館
（
　

２２
・
１
１
５
３
）
へ
。
（
月
曜

休
館
） 

  「
ア
ウ
ト
ド
ア
入
門
編
」
デ
イ

キ
ャ
ン
プ
参
加
者
募
集
!! 

　
め
だ
か
の
学
校
主
催
、
春
の
キ

ャ
ン
プ
を
開
催
し
ま
す
。
楽
し
く

自
然
を
満
喫
し
ま
せ
ん
か
？ 

日
時
　
４
月
２３
日（
土
） 

　
　
　
１０
時
〜
１５
時 

　
　
　
※
雨
天
決
行 

場
所
　
野
外
活
動
セ
ン
タ
ー 

対
象
　
高
校
生
〜
一
般 

定
員
　
３０
人 

内
容
　
ハ
イ
キ
ン
グ
・
野
外
料
理 

　
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ゲ
ー
ム

ほ
か 

申
込
方
法
　
所
定
の
申
込
用
紙
に

必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
参

加
費
を
添
え
て
第
１
体
育
館
へ
。 

参
加
費
　
５
０
０
円 

募
集
期
間
　
４
月
２０
日（
水
）ま
で 

そ
の
他 

①
参
加
者
は
傷
害
保
険
に
加
入
し

ま
す
。 

②
活
動
可
能
な
服
装
で
ご
参
加
く

だ
さ
い
。 

③
詳
し
く
は
、
第
１
体
育
館
（
　

２２
・
１
１
５
３
）
へ
。
（
月
曜

休
館
） 

  

ゴ
ル
フ
協
会
か
ら
の
お
知
ら
せ 

「
町
民
ゴ
ル
フ
大
会
」
参
加
者

募
集
!! 

日
時
　
５
月
５
日（
木
・
祝
） 

　
　
　
午
前
８
時
ス
タ
ー
ト 

場
所
　
福
崎
東
洋
ゴ
ル
フ
倶
楽
部

　
　
　
（
　
２２
・
１
２
４
８
） 

募
集
人
数
　
４０
組
　
１
６
０
人 

　
　
　
　
　
（
先
着
順
） 

参
加
資
格
　
町
民
に
限
る 

競
技
方
法
　
個
人
戦 

　
　
　
　
　
団
体
戦（
地
区
対
抗
） 

　
　
　
　
　
ダ
ブ
ル
ぺ
リ
ア
方
式 

参
加
費
　
３
０
０
０
円 

※
当
日
フ
ロ
ン
ト
で
徴
収
（
プ
レ

ー
フ
ィ
８
５
０
０
円
・
キ
ャ
デ

ィ
付
＋
３
１
５
０
円
、
昼
食
代

は
別
途
） 

申
込
方
法
　
所
定
の
用
紙
に
必
要

事
項
を
記
入
の
う
え
、
４
月
２２

日
（
金
）
ま
で
に
ゴ
ル
フ
協
会 

　
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
２３
・
１
３
１
１
）
へ
。 

※
詳
し
く
は
、
ゴ
ル
フ
協
会
・
北

山
（
　
２２
・
５
６
６
５
）へ
。 

ス
ポ
ー
ツ 

１９ 



バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
か
ら
の 

お
知
ら
せ 

　
第
１５
回
６
人
制
女
子
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
大
会
の
参
加
チ
ー
厶
募
集
!! 

日
時
　
５
月
８
日（
日
）
９
時
〜 

場
所
　
第
１
体
育
館 

参
加
資
格
　
町
内
在
住
・
在
勤
・

在
学
の
女
性
及
び
協
会
が
認
め

た
町
外
の
ク
ラ
ブ 

参
加
費
　
１
チ
ー
ム
２
０
０
０
円 

申
込
方
法
　
所
定
の
申
込
用
紙
に

必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
４

月
２７
日
（
水
）
ま
で
に
第
１
体

育
館
へ
。 

※
詳
し
く
は
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協

会
・
大
杉
（
　
２２
・
３
２
３
１
）

へ
。 

柔
道
協
会
か
ら
の
お
知
ら
せ 

　
２
月
１３
日
（
日
）
、
大
阪
府
河

南
町
立
総
合
体
育
館（
ぷ
く
ぷ
く

ド
ー
ム
）
で
「
福
長
杯
争
奪
第
５

回
南
大
阪
少
年
柔
道
大
会
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
結
果
は
次
の
と
お
り
。 

【
小
学
男
子
２
年
生
の
部
】 

優
　
勝
　
常
陰
司
竜
（
福
崎
小
） 

 

柔
道
教
室
参
加
者
募
集
！ 

対
　
象
　
保
育
園
児
以
上
の
男
女 

練
習
日 

　
毎
週
日
曜
日
　
９
時
３０
分
〜 

　
毎
週
水
曜
日
　
１９
時
３０
分
〜 

※
詳
し
く
は
、
柔
道
協
会
・
難
波

（
　
２３
・
０
５
０
１
）
へ
。 

卓
球
協
会
か
ら
の
お
知
ら
せ 

　
２
月
１３
日
（
日
）
、
福
崎
西
中

学
校
体
育
館
で
「
第
３７
回
福
崎
町

卓
球
大
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
結
果
は
次
の
と
お
り
。 

【
男
子
１
部
】 

優
勝
　
藤
森
勇
貴 

２
位
　
井
上
択
実 

３
位
　
古
西
省
吾 

　
　
　
宮
永
新
次 

【
男
子
２
部
】 

優
勝
　
的
場
悠
希 

２
位
　
西
川
純
平 

３
位
　
尾
　
　
圭 

　
　
　
木
村
友
哉 

【
女
子
１
部
】 

優
勝
　
岩
濱
聖
佳 

２
位
　
野
村
美
恵
子 

３
位
　
近
藤
優
佳 

　
　
　
三
輪
あ
り
す 

【
女
子
２
部
】 

優
勝
　
岩
濱
郁
佳 

２
位
　
佐
用
あ
か
ね 

３
位
　
姫
田
実
幸 

　
　
　
守
浦
凜
奈 

  

神
崎
郡
駅
伝
大
会
開
催
!! 

　
３
月
６
日
（
日
）
、
神
崎
郡
体

育
協
会
主
催
「
第
２４
回
神
崎
郡
駅

伝
大
会
」
が
八
千
種
小
学
校
周
辺

周
回
コ
ー
ス
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
参
加
１
１
３
チ
ー
ム
の
う
ち
、

福
崎
町
か
ら
は
４４
チ
ー
ム
と
大
変

多
く
出
場
し
ま
し
た
。
大
声
援
の

な
か
、
チ
ー
ム
一
丸
と
な
り
一
生

懸
命
疾
走
し
ま
し
た
。 

　
結
果
は
次
の
と
お
り（
関
係
分
）。 

団
体
賞 

【
小
学
生
女
子
の
部
】 

１
位
　
福
小
ス
マ
イ
ル
ビ
ク
ト

　
　
　
リ
ー
（
福
崎
小
） 

２
位
　
タ
ワ
ラ
イ
ダ
ー
Ｇ 

　
　
　
（
田
原
小
） 

５
位
　
コ
ッ
ペ
パ
ン 

　
　
　
（
八
千
種
小
） 

【
小
学
生
男
子
の
部
】 

４
位
　
お
か
わ
り
君 

　
　
　
（
八
千
種
小
） 

５
位
　
八
千
種
フ
ォ
ー
ス
デ
ラ

　
　
　
ッ
ク
ス
（
八
千
種
小
） 

６
位
　
田
原
特
攻
隊 

　
　
　
（
田
原
小
） 

【
小
学
生
混
成
の
部
】 

４
位
　
福
小
ミ
ラ
ク
ル
・
フ
ァ

　
　
　
イ
タ
ー
ズ
（
福
崎
小
） 

５
位
　
バ
シ
リ
ス
ク 

　
　
　
（
八
千
種
小
） 

【
一
般
男
子
の
部
】 

１
位
　
近
畿
医
療
福
祉
大
学 

４
位
　
べ
っ
ち
ょ
な
い
。 

６
位
　
ち
ー
む
椿 

区
間
賞 

【
小
学
生
女
子
の
部
】 

１
区
１
位
　
吉
川
真
優（
福
崎
小
） 

　
　
２
位
　
長
尾
莉
己（
田
原
小
） 

２
区
１
位
　
佐
藤
遥
香（
福
崎
小
） 

　
　
３
位
　
堀
　
綾
奈（
田
原
小
） 

３
区
１
位
　
上
阪
梨
央（
田
原
小
） 

　
　
１
位
　
三
村
　
捺（
田
原
小
） 

４
区
１
位
　
新
林
琴
乃（
八
千
種
小
） 

　
　
３
位
　
萩
原
奈

（々
福
崎
小
） 

５
区
１
位
　
赤
松
遼
香（
田
原
小
） 

　
　
３
位
　
山
田
香
菜（
福
崎
小
） 

６
区
１
位
　
福
井
美
桜（
田
原
小
） 

　
　
２
位
　
吉
川
実
優（
福
崎
小
） 

【
小
学
生
男
子
の
部
】 

１
区
３
位
　
岡
本
哲
平（
福
崎
小
） 

２
区
２
位
　
岡
本
一
真（
福
崎
小
） 

３
区
３
位
　
松
田
凌
芽（
田
原
小
） 

５
区
３
位
　
福
本
尚
哉（
高
岡
小
） 

６
区
３
位
　
藤
後
良
太（
高
岡
小
） 

【
小
学
生
混
成
の
部
】 

１
区
２
位
　
水
田
葉
月（
八
千
種
小
） 

４
区
３
位
　
水
田
　
駿（
八
千
種
小
） 

５
区
１
位
　
徳
地
愛
維（
田
原
小
） 

　
　
３
位
　
牛
尾
桜
華（
福
崎
小
） 

【
一
般
男
子
】 

１
区
２
位
　
田
中
成
佳 

　
　
　
　
　（
近
畿
医
療
福
祉
大
学
） 

２
区
２
位
　
大
野
裕
平 

　
　
　
　
　（
近
畿
医
療
福
祉
大
学
） 

３
位
１
位
　
山
崎
優
希 

　
　
　
　
　（
近
畿
医
療
福
祉
大
学
） 

４
区
１
位
　
脇
田
一
馬 

　
　
　
　
　（
近
畿
医
療
福
祉
大
学
） 

５
区
１
位
　
宮
永
祐
一 

　
　
　
　
　（
べ
っ
ち
ょ
な
い
。
） 

　
　
３
位
　
細
谷
龍
考 

　
　
　
　
　（
近
畿
医
療
福
祉
大
学
） 

６
区
３
位
　
篠
原
直
輝 

　
　
　
　
　（
近
畿
医
療
福
祉
大
学
） 

第２グランドが使用できなくなります 

　身障者用も増え、誰にでも使い易くなっています。
グランド使用・周
辺のウォーキング
のときにご使用く
ださい。 

　第２グランドは、（仮称）田原幼児園建設に伴い、
５月から使用禁止となります。 
　大変ご迷惑をおかけしますが、ご理解・ご協力を
お願いします。 

第１グランドトイレが完成しました 

体育館からのお知らせ 

問い合わせ先 
　　第１体育館　　２２－１１５３へ（月曜日休館） 

２０ 
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崇
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け
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薫
る
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茶
房
客
多
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野
仏
に
紅
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の
供
華
春
立
つ
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井
奥
ふ
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初
午
に
地
元
の
清
酒
供
え
ら
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城
谷
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美 

 

里
の
児
の
奉
納
相
撲
一
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玉
置
　
幸
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出
雲
神
話
国
引
き
の
里
雪
解
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松
岡
　
勝
美 

美
し
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思
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出
も
あ
り
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分
教
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優
し
き
師
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見
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ら
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お
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岩
朝
加
都
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冬
の
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追
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田
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く
続
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松
岡
　
澄
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積
雪
に
明
る
き
日
射
し
ふ
り
そ
そ
ぐ
早
く
溶
か
し
て

夫
は
受
診
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
向
井
記
美
子 

 

お
日
待
ち
と
い
ふ
夜
あ
り
て
村
の
子
ら
村
の
男
の
絆

つ
く
れ
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
野
八
重
子 

 

凍
て
土
よ
り
摘
み
来
し
七
草
香
り
た
ち
と
ん
と
ん
刻

み
て
粥
作
り
た
り
　
　
　
　
　
　
　
　
大
畑
　
輝
代 

一
日
を
部
屋
に
過
ご
し
し
日
の
暮
れ
に
寒
さ
を
さ
そ

ふ
風
花
の
と
ぶ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
永
井
　
　
健 

 

鶴
亀
の
軸
を
降
ろ
し
て
鶯
宿
梅
図
に
掛
け
替
え
な
せ

り
大
寒
に
入
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
北
　
　
淨
代 

 

明
日
の
冷
え
き
ざ
す
予
報
に
戸
を
繰
れ
ば
中
天
に
満

月
凛
と
冴
え
い
る
　
　
　
　
　
　
　
　
多
田
千
枝
子 

 

鯖
雲
を
マ
グ
マ
の
如
く
色
に
染
め
山
の
端
に
出
ず
る

立
春
の
陽
は
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
井
奥
　
輝
明 

 

真
白
な
る
犬
の
テ
リ
ア
は
朝
寒
に
黒
服
ま
と
い
茶
の

間
の
パ
ン
ダ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
下
　
清
市 

 

ユ
ー
ロ
ー
の
コ
イ
ン
三
枚
抽
出
し
に
旅
の
記
憶
の
日

日
う
す
れ
ゆ
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
内
山
　
嗣
隆 

第70話 

た
に
が
わ 

い
し
ほ
こ
ら 

あ
が 

う
す
ら
い 

ゆ
き
げ
が
わ 

俳

句

会 

短

歌

会 
　
保
存
修
理
工
事
の
初
年
度
分
が

完
了
し
ま
し
た
。
今
回
の
工
事
で

は
、
今
年
度
か
ら
着
手
す
る
主
屋

保
存
修
理
工
事
に
向
け
て
の
準
備

工
事
と
し
て
、
表
門
、
厩
及
び
南

土
塀
の
一
部
を
解
体
し
ま
し
た
。

ま
た
、
前
面
道
路
を
挟
ん
で
南
側

の
土
地
に
保
存
小
屋
な
ど
の
仮
設

の
設
置
、
主
屋
台
所
の
一
部
の
ボ

ー
ド
な
ど
の
新
材
の
取
り
外
し
も

あ
わ
せ
て
行
い
ま
し
た
。 

　
工
事
中
に
は
修
理
工
事
現
場
見

学
会
も
開
催
し
ま
し
た
。
当
日
は

天
候
に
も
恵
ま
れ
、
約
１
０
０
人

の
方
が
三
木
家
を
訪
れ
ま
し
た
。 

　
こ
の
工
事
を
受
け
て
、
い
よ
い

よ
長
期
間
に
及
ぶ
主
屋
の
保
存
修

理
工
事
に
取
り
掛
か
り
ま
す
。 

野地を取り外した状態 

県
指
定
文
化
財
　
　
　 

三
木
家
住
宅
主
屋
周
辺 

保
存
修
理
解
体
工
事
② 

 

屋根下地（杉皮） 

〔表門〕 〔厩〕 
修理前 解体工事中 修理前 解体工事中 
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平成23年度　町ぐるみ健診　申込受付中 
　当日の受付は行いませんので申し込みをお忘れなく！ No.276
　健診を希望する方は、３月に各戸配布している案内チラシをご覧のうえ、申込書（返信用封筒添付）を
保健センターへ提出してください。 
　申込書は、町のホームページからもダウンロードできます。（http：//www.town.fukusaki.hyogo.jp/） 
　ＦＡＸ（２２－７５６６）での申込も受付します。電話では受付できません。 
　今年度は、歯科検診、ピロリ菌抗体検査・ペプシノゲン検査を追加しています。 

２２ 

内　　容 対　　象 場所 受付時間 月日（曜） 

一般健康相談  

母子健康手帳交付 

歯 科 相 談  
 

すくすく相談  
 

1歳お誕生相談 

3 か 月 児 健診  

4 か 月児 健 診  

10か月児のあばばクラブ 

1歳6か月児健診 

3 歳 児 健 診  

一般希望者 

妊 婦  

一般希望者 

乳幼児希望者 

乳児希望者 

幼児希望者 

H２２.５月生まれの児 

H２３.１月生まれの児 

Ｈ２３.１月生まれの児 

Ｈ２２.６月生まれの児 

Ｈ２１.９・１０月生まれの児 

H２０.２・３月生まれの児 

９時３０分～１１時 

８時３０分～１７時 

１４時１５分～１４時３０分 

１３時３０分～１４時 

１０時３０分～１１時３０分 

１３時３０分～１５時 

９時３０分～１０時 

１３時１５分～１３時４５分 

１３時１５分～１３時４５分 

９時４５分～１０時 

１３時３０分～１４時 

１３時３０分～１４時 

５/９（月） 

月～金 

４/２６（火） 
 

５/９（月） 
 

５/９（月） 

４/２７（水） 

５/１７（火） 

４/２７（水） 

５/１８（水） 

４/２０（水） 

保
健
セ
ン
タ
ー 

保健センター行事予定（４/２０～５/１９） 

予防接種名 場所 受付時間 対象年齢 

ポ リ オ ５/１０（火） 生後３月～９０月未満 

月日（曜） 

保健センター １３時３０分～１４時 

＊三種混合（ＤＰＴ）、二種混合（ＤＴ）、麻しん風しん混合（ＭＲ）、
日本脳炎は、指定医療機関にて随時行っています。（要予約）
対象者は忘れずに、接種を受けましょう。 
　三種混合（ＤＰＴ）、日本脳炎を受ける際は、接種間隔に気をつ
けましょう。 
＊血管老化度測定は、平成２３年４月をもって終了させていただ
きました。 

思春期女子の方、親子でぜひご参加ください 

「子宮頸がん予防講演会」のお知らせ 
　子宮頸がんの予防や早期発見についての正しい

知識を知り、また、命や性の大切さ、大人になるため

の心構えについての講演会です。 

※中学１～３年生に相当する方には、子宮頸がん予
防ワクチン接種公費助成についての個別案内を別
途行います。接種希望者には、講演会当日に、接
種方法や助成方法についての説明を行います。 

日時　４月１７日（日）・２４日（日） 

　　　１０：００～１１：３０（開場　９：３０） 

場所　文化センター大ホール 

講師　松岡産婦人科クリニック　松岡嘉男院長 

　　　みさ助産院　前田美佐代助産師 

対象　中学１～３年生相当の女子と保護者及び 

　　　興味のある方 

　現在、高校２年生に相当する方については、
平成２３年３月末までに１回以上の接種を受け
た人だけが、平成２３年度の接種も助成対象と
なっていましたが、全国的に子宮頸がんワク
チンが不足したことを受けて、接種を受けら
れなかった方についても、平成２３年度の助成
対象となりました。 
　まだ申し込んでいない方、申し込んだけれ
ども受けていなかったという方も、接種でき
ます。 

　近年、交通事故やスポーツ外傷等の後に、脳脊髄
液が漏れ出し減少することによって、起立性頭痛、
頸部痛、めまい、倦怠、不眠、記憶障害など多種多
様な症状を引き起こす「脳脊髄液減少症」が起きて
いるのではないかという研究報告がなされ、医学的
な解明が進められています。 
　この疾患に関する情報や相談窓口は兵庫県ホーム
ページ等で公開していますので、ご利用ください。 
　・・兵庫県：脳脊髄液減少症について 
　・・脳脊髄液減少患者・子ども支援チーム 
　・・NPO法人脳脊髄液減少症患者・家族支援協会 

脳脊髄液減少症について 
のう せき ずい えき げん しょう しょう 

けんたい 



保健センターだより 

２３ 

健康づくり・介護予防教室　参加者募集 
申し込み締め切りは4月28日（木）です 

　福崎町在住の方を対象に、健康づくりの教室を開催します。今年度は、保健センター事業を体験し、

自身の健康づくり、地域の健康づくりに生かしていただくことを目的とします。 

１ 

 

２ 

 

３ 

 

４ 

 

５ 

 

６ 

 

７ 

 

８ 

実施日 内　　　　容 申込先 

６月２４日 
金曜午後 

＜開講＞　教室の説明 
＜体験＞　気功「おだやかに心健やかに」 

７月２１日 
木曜午後 

＜講演＞　地域が支援・地域で子育て～まされる宝　子にしかめやも～ 
　　　　　「少子化、核家族化の現代、子育ては地域の力を求めています。」 

８月２３日 
火曜1日 

＜体験＞　キッズふれあい1日喫茶「料理教室の子どもが喫茶を開店。 
　　　　　お茶を楽しみながら、健康づくりを語りましょう。」 

９月１６日 
金曜午後 

＜講演＞　「こころと命を支えるまちづくり」 
　　　　　地域はこころと命をどのように支えていけるでしょうか。 

１０月１７日 
月曜午前 

＜体験＞　心とからだリフレッシュ運動 
　　　　　「エアロビクス・筋力アップ体操・・心地よく体を動かしましょう。」 

１１月未定 
1日 

＜体験＞　歯と口腔の健康づくり・体成分バランス測定 
　　　　　「歯磨きや筋肉量の確認、見えない部分をチェックしましょう。」 

１月２４日 
火曜午後 

＜みんなで話し合い＞　よいとわかっているけど、なかなかできないことってありま 
　　　　　　　　　　　すよね。どのように乗り越えるか、話し合いましょう。 

２月２４日 
金曜午後 

＜体験＞　ふくろう体操（地域筋力トレーニング体操） 
＜閉会＞　２４年度健康づくりマイプラン作成 

　年をとっても積極的にトレーニングを続けるこ

とで心身の衰えを予防することができます。 

　体育館のトレーニング機器を利用した教室です。 

高齢者運動教室『貯筋クラブ』 膝の痛みを持つ方の運動教室『ひざ楽々教室』 

日時　５月１０日～７月１２日の毎週火曜日　計１０回 
　　　１０：００～１１：３０ 
場所　第１体育館　１階トレーニング教室 
講師　町体育指導専門員 
対象者　６５歳以上で筋力トレーニングに興味のある方 
　　　　（健康状態により参加をご遠慮いただく場合があります） 
定員　１５人（先着順） 
参加費　８００円 
内容　健康チェック　ストレッチ体操 
　　　マシーントレーニング　ミニ介護予防の話 

　「足腰を鍛えるために運動しなくては！」と 
思っても膝が痛くてできない… 
　膝の痛みと付き合いながら、少しでも動き易く
なるための教室です。 

日時　５月２０日～１０月２７日の毎週木曜日　計２４回 
　　　１０：００～１２：００ 
場所　保健センター　１階プレイルームまたは和室 
講師　健康運動指導士 
対象者　６５歳以上で慢性的な膝の痛みのある方 
　　　　（急性期の痛みの方、医師から運動を止められている方
　　　　　は参加できません） 
定員　１５人（先着順） 
参加費　１００円／回 
内容　健康チェック　ストレッチ体操 
　　　自重またはセラバンドの運動　介護予防の話 

申込先　地域包括支援センター（内線357～359） 

保
健
セ
ン
タ
ー
（
内
線
３
６
０
〜
３
６
３
） 



◆福崎町民憲章◆ 

一、恵まれた自然を生かし、住みよい、調和
のとれた町をつくりましょう。 

一、豊かな伝統と歴史を守り、教養を深め、
香りたかい文化の町をつくりましょう。 

一、人を大切にし、みんなで助けあい、豊か
な心がふれあう町をつくりましょう。 

一、心と体をきたえ、健康で、明るく楽しい
町をつくりましょう。 

一、くふうと努力を重ね、生きがいある、未
来をひらく町をつくりましょう。 

施設電話案内 

役 場 ・ 教 育 委 員 会  
エ ル デ ホ ー ル  
文 化 セ ン タ ー  
図 書 館  
生 活 科 学 セ ン タ ー  
体 育 館  
子 育 て学習センター  
子 育 て支援センター  
サ ル ビ ア 会 館  
も ち の 木 会 館  
保 健 セ ン タ ー  
文 珠 荘  
春 日 ふ れ あ い 会 館  
社 会 福 祉 協 議 会  

第１デイサービスセンター 
第１在宅介護支援センター 
第２デイサービスセンター 
第２在宅介護支援センター 
ホームヘルパーステーション 
シルバー人材センター 
も ち む ぎ の や か た  
ス ポ ー ツ 公 園  
老 人 ホ ー ム  
青少年野外活動センター 
給 食 セ ン タ ー  
歴 史 民 俗 資 料 館  
（財）柳田國男・松岡家記念館 

この広報誌は再生紙を使っています。 ホームページアドレス　http://www.town.fukusaki.hyogo.jp/
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町民のうごき 

平成２３年２月末現在 

７，１０４世帯 
９，２９９人　 
　５０人　 
１５人　 

人　口 
女 
転　出 
死　亡 

１９，６０６人 
１０，３０７人 
　６２人 
２２人 

 

世帯数 
男 
転　入 
出　生 

２４ 

 　
２
月
２６
日（
土
）、
田
原
保
育
所
の
生
活

発
表
会
。
毎
日
の
遊
び
の
な
か
で
歌
や
楽

器
演
奏
に
取
り
組
み
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ス
タ
ー

ト
の
季
節
、
が
ん
ば
っ
て
い
こ
う
！
心
か

ら
そ
う
思
う
今
年
の
春
で
す
。 

（
福
崎
町
広
報
委
員
会
・
内
線
２
２
１
） 

■
表
紙
写
真
の
説
明 

　
柳
田
國
男
に
ゆ
か
り
の
深
い
市
区
町
村
が
一
堂
に
会
し
、
昭
和
６２
年
か
ら

毎
年
開
催
さ
れ
て
い
た
の
が
「
柳
田
國
男
ゆ
か
り
サ
ミ
ッ
ト
」
で
す
。 

　
サ
ミ
ッ
ト
に
は
、
民
俗
学
の
精
神
を
育
ん
だ
故
郷
と
し
て
、
生
地
・
兵
庫

県
福
崎
町
、
第
２
の
故
郷
・
茨
城
県
利
根
町
、
両
親
埋
葬
の
地
、
長
兄
永
住

の
地
・
千
葉
県
我
孫
子
市
、
柳
田
家
先
祖
の
地
・
長
野
県
飯
田
市
、
永
住
の

地
・
東
京
都
世
田
谷
区
の
５
か
所
、
そ
し
て
、
「
作
品
」
を
生
ん
だ
故
郷
と
し

て
、
宮
崎
県
椎
葉
村
・『
後
狩
詞
記
』、
岩
手
県
遠
野
市
・『
遠
野
物
語
』、
愛

知
県
渥
美
町（
現
、
田
原
市
）・
『
海
遊
島
記
』
、
沖
縄
県
平
良
市（
現
、
宮
古

島
市
）・
『
海
南
小
記
』
の
４
か
所
、
計
９
市
区
町
村
が
集
い
ま
し
た
。
第
１

回
は
遠
野
市
を
舞
台
と
し
て
開
催
さ
れ
、
第
３
回
、
第
１１
回
は
、
我
が
町
福

崎
町
で
も
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
１６
回
ま
で
続
い
た
こ
の
サ
ミ
ッ
ト
は
、
「
柳

田
学
」
の
精
神
を
共
に
学
び
交
流
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
相
互
の
産
業
、
教

育
、
文
化
等
の
振
興
と
発
展
に
一
役
を
担
い
ま
し
た
。 

　
柳
田
國
男
５０
回
忌
の
今
年
、
福

崎
町
で
「
柳
田
國
男
５０
年
祭
」
が
行

わ
れ
ま
す
。
こ
の
機
会
が
國
男
の

功
績
と
精
神
を
次
代
へ
引
き
継
ぐ

新
た
な
交
流
の
き
っ
か
け
と
な
る

こ
と
を
願
い
た
い
で
す
。 

（
興
梠
志
津
、
福
島
　
彩
） 

▲平成元年　　　　　　　 
第３回柳田國男ゆかりサミット 
（福崎町文化センター） 


